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文献： HagiwaraA, Takahashi T, et al: Enhanced 
therapeutic e伍cacyon lymph node metastasis by use of 
peplomycin adsorbed on small activated carbon part-









た 62才男性， 7年前喉頭癌にて 6000rad照射し治
癒．昨年末より痩声，膜下困難をきたし喉頭鏡検査に
て右声帯の完全麻薄の他異常なし．食道透視にて Iu




































































腸， 2例は前腕皮弁， 3 {71］は腹直筋皮弁を使用した．
空腸は非常に血行がよく生着が良好で，又食道と同
じ管状構造であるため，再建材料として第 1選択と考
えている．この場合，直線状再建よりも， Pノレー プ形
成がよく，社側空腸の吻合は，緊張気味に行うことが，
ポイントである．全身状態が悪く，開腹にともなうリ
スクを避けたい時には，腹直筋皮弁を用いることもあ
る．喉頭再建も同時に行う場合には，前腕皮弁を用い
る．移植床の recipientsとしては，頭横動脈，肩甲上
静脈がよい．術后合併症では，空腸使用時にはイレウ
スが発生する可能性があり，注意を要する．前腕皮弁，
腹直筋皮弁使用時には，痩孔形成の発生率がやや高く
なると思われる．
特別講演
『内視鏡的食道静脈癌硬化療法の意義』
大阪鉄道病院消化器内科
主任医長木本邦彦先生
